
Ｑ

市
内
全
域
の
防
災
マ
ッ
プ
は

あ
り
ま
す
か
。
避
難
場
所
や
避
難

経
路
を
知
り
た
い
の
で
す
が
。

Ａ

現
在
、「
安
心
マ
ッ
プ
」
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
に
替
わ
る
新
た

な
物
を
本
年
度
中
に
作
製
し
、
毎

戸
配
布
を
す
る
予
定
で
す
。
県
か

ら
は
、
市
内
で
土
砂
災
害
の
恐
れ

の
あ
る
区
域
を
ま
と
め
た
地
図
が

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
内
容
に
つ

い
て
は
市
役
所
安
全
安
心
課
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

町
で
自
主
防
災
会
を
組
織
し

た
い
の
で
す
が
、
何
か
補
助
は
あ

り
ま
す
か
。
ま
た
、
設
立
の
届
け

出
や
申
請
手
続
き
は
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ

自
主
防
災
会
の
設
立
に
は
、

災
害
用
備
品
購
入
費
の
一
部
と
し

て
、
一
回
に
限
り
十
万
円
を
限
度

に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
設
立

の
届
け
出
や
申
請
手
続
き
に
つ
い

て
は
市
役
所
安
全
安
心
課
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ

総
合
防
災
訓
練
に
参
加
し
ま

し
た
が
、
参
加
者
が
限
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
各
町
で
も
、
防
災
訓
練

を
実
施
し
た
ら
よ
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

Ａ

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
想
定
し

て
、
自
主
防
災
組
織
を
中
心
に
住

民
の
皆
さ
ん
で
訓
練
を
し
て
お
く

と
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
役
に
立

つ
と
思
い
ま
す
。
出
前
講
座
な
ど

も
積
極
的
に
利
用
し
て
、
防
災
に

対
す
る
意
識
を
高
め
て
お
く
こ
と

も
必
要
で
す
。

Ｑ

「
ま
ち
の
安
全
ひ
ろ
げ
た
い
」

活
動
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
バ
ス
の
協

力
者
が
集
ま
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
協
力
者
一
人
で
背
負
う
負
担

が
大
き
く
、
続
け
ら
れ
る
か
心
配

で
す
。

Ａ

長
続
き
さ
せ
る
た
め
に
も
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
無
理
の
な
い
範

囲
で
協
力
を
お
願
い
し
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
子
ど
も
を
持
つ
親

の
世
代
は
、
仕
事
を
持
っ
て
い
る

こ
と
も
多
い
た
め
支
え
合
い
を
。

隣
近
所
に
周
知
を
し
て
、
戸
外
に

出
る
よ
う
に
し
、
常
に
人
の
目
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
犯
罪
者
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
だ
け
で
も
犯
罪
の
抑

止
力
に
な
り
ま
す
。

Ｑ

「
ま
ち
の
安
全
ひ
ろ
げ
た
い
」

活
動
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
バ
ス
な
ど

で
防
犯
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
パ
ト
ロ
ー
ル
中
、
も

し
事
件
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

Ａ

事
件
の
内
容
や
緊
急
度
に
よ

り
ま
す
が
、
ま
ず
は
警
察
へ
１
１

０
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。
町

の
駐
在
所
や
自
治
会
長
へ
は
、
そ

の
後
の
状
況
に
応
じ
て
連
絡
を
し

て
く
だ
さ
い
。
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年
金
受
給
者
の
介
護
保
険
料
の

納
付
方
法
は
、
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
る
特
別
徴
収
と
、
個
別
に
納

め
る
普
通
徴
収
が
あ
り
ま
す
。
十

月
か
ら
は
非
課
税
年
金
で
も
年
間

受
給
額
が
十
八
万
円
以
上
の
人
は

普
通
徴
収
か
ら
特
別
徴
収
へ
変
更

に
。
該
当
者
へ
は
、
七
月
十
一
日

に
「
介
護
保
険
料
額
通
知
書
」
を

送
付
し
ま
し
た
の
で
、
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

な
お
、
介
護
保
険
料
は
所
得
税

や
市
県
民
税
の
申
告
で
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
納

付
方
法
が
変
更
に
な
っ
て
も
、
一

年
を
通
し
て
領
収
書
な
ど
を
大
切

に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
申

告
に
必
要
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

□
普
通
徴
収

納
付
書
で
納
め
た
人
は
領
収
書

を
、
口
座
振
替
で
納
め
た
人
は
来

年
一
月
に
郵
送
さ
れ
る
「
振
替
済

通
知
書
」
を
用
意
。

□
特
別
徴
収

年
金
支
払
者
か
ら
送
付
さ
れ
る

「
源
泉
徴
収
票
」
を
用
意
。
な
お
、

源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
た
介
護

保
険
料
額
は
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
に
天
引
き
さ
れ
た
も
の
で
す
。

本
市
が
送
付
す
る
「
介
護
保
険
料

額
通
知
書
」
や
「
納
入
通
知
書
」

に
記
載
さ
れ
た
金
額
は
四
月
か
ら

来
年
三
月
ま
で
の
も
の
の
た
め
、

源
泉
徴
収
票
の
金
額
と
異
な
り
ま

す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
介
護
高
齢
福

祉
課
蕁
８
９
０
―
６
１
５
９
へ
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る

施
策
の
策
定
と
そ
の
実
施
に
当
た

り
、
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
、
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

対
象
＝
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
本

市
在
住
で
二
十
歳
以
上
の
人
、
三

人
（
選
考
）。
漓
教
育
、
青
少
年
問

題
、
青
少
年
の
健
全
育
成
な
ど
に

関
係
す
る
職
業
や
役
職
の
経
験
が

あ
る
滷
平
日
昼
間
の
会
議
に
参
加

で
き
る
澆
本
市
の
付
属
機
関
の
委

員
に
な
っ
て
い
な
い
　
申
し
込
み

＝
10
月
25
日
貉
ま
で
に
郵
送
ま
た

は
直
接
。
Ａ
４
判
用
紙
に
横
書
き

（
ワ
ー
プ
ロ
の
場
合
は
文
字
サ
イ
ズ

十
三
ポ
イ
ン
ト
）
で
応
募
の
動
機

や
青
少
年
問
題
に
つ
い
て
、
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
を
八
百
字
程

度
の
小
論
文
に
ま
と
め
、
住
所
・

氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
・
職
業
・

電
話
番
号
・
略
歴
を
明
記
し
、
〒

３
７
１
―
０
０
３
５
前
橋
市
岩
神

町
三
丁
目
一
―
一
・
総
合
教
育
プ

ラ
ザ
内
青
少
年
課
（
蕁
２
３
１
―

５
１
３
８
）
へ

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
乙
種
第

四
類
試
験
準
備
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

□
危
険
物
取
扱
者
試
験

日
時
＝
11
月
26
日
豸
午
前
９
時
　

会
場
＝
前
工
高
（
石
関
町
）
な
ど

内
容
＝
漓
甲
種
滷
乙
種
澆
丙
種
　

手
数
料
＝
漓
は
五
千
円
滷
は
三
千

四
百
円
澆
は
二
千
七
百
円
　
申
し

込
み
＝
10
月
10
日
貂
〜
19
日
貅（
土

日
曜
を
除
く
）
に
消
防
本
部
予
防

課
、
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
県

支
部
（
大
渡
町
一
丁
目
蕁
２
８
０

―
６
１
２
３
）
へ
直
接
　
そ
の
他

＝
試
験
案
内
は
消
防
本
部
予
防
課
、

各
消
防
署
・
分
署
な
ど
で
配
布

□
乙
種
第
四
類
試
験
の
準
備
講
習

会日
時
＝
11
月
１
日
貉
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
　
会
場
＝
消
防
本
部
　

参
加
費
＝
八
千
三
百
円
　
申
し
込

み
＝
10
月
10
日
貂
〜
19
日
貅
（
土

日
曜
を
除
く
）
に
前
橋
地
区
危
険

物
安
全
協
会
（
消
防
本
部
予
防
課

内
）
へ
直
接
　
そ
の
他
＝
申
込
用

紙
は
消
防
本
部
予
防
課
、
各
消
防

署
・
分
署
な
ど
で
配
布

○
…
問
い
合
わ
せ
は
消
防
本
部
予

防
課
蕁
２
２
０
―
４
５
０
９
へ
。
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応分の負担で生き生きした生活（ひろせ老人福祉センターで）

地区の代表者と高木市長が熱心に話し合い（大胡地区で）

ガソリンなど正しい知識で

四
月
か
ら
「
ま
ち
の
安
全
・
安
心
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
政
懇
談
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
市
長
と
直
接
対
話
す
る
こ
と
で
、
行
政
に
対
す

る
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。
中
央
・
上
川
淵
・
天
川
・
宮

城
・
粕
川
・
下
川
淵
・
大
胡
地
区
の
七
地
区
で
行
わ
れ
た
意
見
交
換
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
市
政
発
信
課
蕁
８
９
０
―
６
６
４
４
へ
。

10月から納付方法一部変更に

取
扱
者
試
験
と
乙
種
第
四
類
の
準
備
講
習

危
険
物
を
安
全
に
扱
う
た
め

青
少
年
問
題
の
協
議
会
委
員
を
募
集

施
策
に
あ
な
た
の
ご
意
見
を

７
地
区
で
市
政
懇
談
会
を
開
き
ま
し
た

避
難
場
所
な
ど
の

詳
し
い
地
図
を

各
町
ご
と
に

訓
練
行
っ
て
は

協
力
者
少
な
く

続
け
ら
れ
る
か
心
配

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中

事
件
に
遭
っ
た
ら

自
主
防
災
会
の
組
織

補
助
あ
り
ま
す
か


